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★令和 7 年度に 

国の重要文化財指定 50周年を迎えます 

 

★星空モルック体験 

★星空の絵画展 

★昔のくらし体験 

★星の本のおはなし会と工作会 

★星空教室 

 
｢ふるさと研究ニュース｣は、市民のみなさんに、所沢のことを知っていただける機会や情報をお届け

する情報紙です。所沢をもっと知りたい方、ぜひご活用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

   

 

所沢市の教育活動における自然科学分野の事業として、子どもから高齢者まで 

幅広い世代の市民を対象に、星空や宇宙、ふるさと所沢の歴史などを身近に感じ 

るための学習の場として、開催しています。 

ご家族の皆様で、夏の日の午後のひとときを楽しんでみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

日時：8月 9日(土)午後 2時～午後 8時 30分 (観望会終了時刻)  

               ※観望会以外は、午後 6時で終了です。 

会場：生涯学習推進センター ➡ 詳細は、「翔びたつひろば 8月号」をご覧ください。 

協力：株式会社 ビクセン 

後援：自然科学研究機構 国立天文台 

 

2025 年夏号第 35 号 

文 化 財 保 護 課 

ふるさと研究グループ 

ところざわ星空フェスティバル
 

【毎月第 4 日曜の 

午前 10 時～12 時】 

7/27、8/24、

9/28、10/26、

11/23、12/28、 

1/25、2/22、3/22 

「小野家住宅」 
 いろりの日  

小野家住宅は 18 世紀初め頃に建てられたと推定される、江戸時代の農家の住まいです。現

在も武蔵野の開拓農家の面影を残しています。毎月第 4 日曜に、防虫や屋根材維持を目的にい

ろりで火を起こし、煙で屋根をいぶします。（現：所沢市林 2 丁目 426 番地の 1） 

 

 

 

国の重要文化財 

 

       

★星空観望会 

（雨天・曇天の場合は内容が変更になります。） 

★天体望遠鏡教室 

 

★高校生サイエンス広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

※当日、午後 5時 30分まではグラウンドを駐車場として開放します。 

午後 5時 30分以降はセンター内の通常の駐車スペースをご利用ください。 

また、観望会中(午後 7時～)はグラウンドからの出庫もできません。 

駐車台数が限られますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。 

 

 

 

禁 止 と し ま す 。 

主なイベント【入場無料】 

 

￥ビクセン工作教室 

￥星空カフェ 

￥星空キーホル 

ダー作り 

（ ￥のみ一部有料 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※江戸時代に川越藩主柳沢吉保によって開拓された三富開拓の 

歴史を物語るクワやカマ、脱穀機などの民具を中心に、多数の 

収蔵品が展示されています。 

所在地  所沢市中富 1548-1 

ＴＥＬ  04-2942-4843（開館日のみ） 

開館日  第 1土曜日、第 2･4金曜日、第 3日曜日 

 

所沢小学校の記録によると昭和 19 年 12 月から

20年8月まで262回もの警戒警報があったこと

がわかります(『所沢小学校百年史』)。ことに、有楽

町では7月29～30日に激しい空襲があり、家屋

被害が多数出ました。 

この手紙には、日本の敗戦という形で終わった

戦争に対し、ただただほっとした様子や、終戦前後

の生活事情が淡々と書かれており、一市民の偽ら

ざる思いを読み取ることができます。 

 

こうした資料を 1点1点丁寧に調査し、後世に伝

えていくことも私たち文化財保護課の大切な役割

の一つです。 

今年、2025年は太平洋戦争終結後80年を迎え

ます。 

新聞・テレビ等で様々報道がなされていますが、

市井の人々が終戦の日をどのように迎えたのでしょ

うか。当時、所沢で書かれた 1 通の手紙を紹介しま

す。 

 写真は昭和 20(1945)年 9 月 17 日、寿町（当時

は御幸町）の秋田家の主人・祐三郎から福島県に疎

開していた伯母に宛てた手紙で、 便せん 3 枚に綴

られています。その内容は、 

 8 月に入ってから所沢には米軍機の落とした空襲

予告のビラがまかれ、戦々恐々とした有様であった

こと、「毎日毎晩の空襲でもう焼かれるものと覚悟」

していたこと、8 月 15 日の「詔書喚発(※「大東亜戦

争終結ノ詔書」いわゆる玉音放送)により救はれた形」

となり、「あのまま続いていたら焼けていたでせう」な

どと書かれています。 

手紙にはこのほかに、伯母と同じく福島に疎開す

る手配をしていたところ、宇都宮、郡山の空襲の影

響で一般の荷物の輸送がままならず、そうこうして

いるうちに終戦を迎えたことや、伯母の家族が秋田

家の貸家に入る話になっており、食料事情が悪いた

め米を 2 俵ほど買って来てはどうか、布団にくるめ

ば送れるとの提案もなされています。 

 なお、秋田家の妻子は既に新潟の親類の関係先に

疎開していたそうです。 

所沢の空襲は昭和 19 年末頃から激しくなり、 

資料調査の現場から 
 ＜ふるさと研究市民トピック No.35＞ 

秋田家資料 202205-2139 秋田祐三郎より 

福島県前田瀬平・隆子宛書簡【通常非公開】 

民俗資料館へ 
   行ってみませんか！ 

今回は、中富民俗資料館の紹介 

※詳細については所沢市ホームページをご参照ください。 

 

 

当時のくらし

を体感！ 


